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J28a MAXIによるブラックホール候補星XTE J1752-223の観測 (II)
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XTEJ1752-223は 2009年 10月 23日に RXTE衛星によって発見された (Atel#2258)、新しい BH候補星であ
る。MAXI搭載のGSC検出器はRXTEによる発見の数時間前からの検出に成功し、初期の増光の様子について
速報をおこなった (ATel#2259)。XTEJ1752-223は、多くの BH候補星のアウトバーストとは異なり 3ヶ月にも
わたりハード状態を保持し、そのうち約 25日と 40日間それぞれ異なるフラックスレベルで非常に安定した状態
を示した。その後、2010年 1月中旬にソフト状態に遷移し、我々の速報 (Atel#2396)に基づいておこなわれた電
波観測ではジェットの放出が確認された (ATel#2400)。2010年春の講演では、ライトカーブとハードネス比に基
づいて発見からソフト状態の遷移までの変動を簡単に報告したが、GSC検出器はライトカーブだけではなくスペ
クトルを取得する能力を持っている。本講演では、前回講演以降に精度が向上したGSC検出器のエネルギー応答
をつかってスペクトル解析をおこない、まず最初に Swift衛星や Suzaku衛星による観測結果とGSCによる観測
結果を比較し現状の精度について示す。その後、太陽制限角が小さいMAXIのみが X線領域で観測した期間や
2010年 4月のハード状態への遷移を含むアウトバースト全体のスペクトルの変化について詳細な議論をおこなう。


